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月 日、東野小学校で老人クラブ連

合会の皆さんと児童による ふれあいタ

イム が開催されました。

老人クラブ連合会の皆さんの優しい指

導により、 年生は 紙飛行機 、 年

生は ぶちごま 、 年生は 竹でっぽう 、

年生は 竹とんぼ を製作しました。

昔の遊び道具の製作から遊びまで体験

し、地域との結びつきを学びました。

今月の表紙 【ザクロ】

家
庭

地
域

消
防
署
が
と
も
に
手
を
つ
な
い
で

火
事
を
起
こ
さ
な
い
、
起
こ
さ
せ
な
い
ま
ち
づ
く
り

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て

月。またの名を 師走 といいます。走
という漢字が使われるこの時期は、何かと
あわただしく、気持ちにゆとりがありませ
ん。当然、火の取り扱いに対する警戒心も
薄れがち…。 師走油 という言葉がある
くらいですから、昔からこの時期は火災が
多かったのでしょう。火の取り扱いに気を
つけ、火事を起こさない、放火されない環
境づくりを心がけ、明るい新年を迎えま
しょう。

防
火
対
策

家
庭
で
で
き
る
こ
と

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
や
野
焼
き
を
し
な
い

子
ど
も
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

電
機
器
具
は
正
し
く
使
用
し
、
た
こ
足
配

線
は
し
な
い

ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
近

づ
け
な
い

た
ば
こ

・
灰
皿
は
底
の
深
い
、
大
き
め
の
安
定
し

た
も
の
を
使
う

・
水
を
入
れ
て
お
く
の
が
ポ
イ
ン
ト

小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
、特
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

か
わ
い
い
盛
り
は
い
た
ず
ら
盛
り
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
好
奇
心

か
ら
大
き
い
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
わ
り
の
大
人

が
気
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
子
ど
も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な

い火
遊
び
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
近
所
の
子
ど
も
に
も
注
意
す

る小
さ
な
子
ど
も
だ
け
で
留
守
番
を
さ
せ
な
い

火
に
興
味
を
示
し
た
ら
、
そ
の
怖
さ
や
正
し
い
使
い
方
を
理
解

さ
せ
る

家
庭
で
も
折
に
ふ
れ
、
火
の
用
心
の
大
切
さ
を
話
し
て
聞
か
せ

る
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
、特
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

ス
ト
ー
ブ
・
電
気
製
品

・
使
う
前
に
必
ず
点
検
し
、
使
わ
な
い
時
は
ガ
ス
の
元
栓
・
電
気

の
コ
ン
セ
ン
ト
等
を
抜
い
て
お
く

台
所

・
エ
プ
ロ
ン
等
は
、
燃
え
に
く
い
（
防
炎
品
）
物
に

日
ご
ろ
の
防
災
チ
ェ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に



地
区
に
て
火
災
発
生

こ
の
放
送
で
、
直
ぐ
に
行
動
を
起

こ
す
の
は
消
防
署
職
員
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
が
消
防
団
員
に
変
身
す
る

合
図
で
も
あ
る
の
で
す
。
消
防
団

員
は
現
在
総
勢

名
。（

分
団
）
自
営
業
、
会
社
員
な
ど
職

種
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

月
の
秋
季
火
災
予
防
運
動
か

ら
、
町
内
放
送
等
を
使
っ
て
火
の

用
心
を
呼
び
か
け
、
年
末
の

特

別
警
戒

も
消
防
団
員
が
率
先
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
夜
間
、
消

防
車
両
を
使
用
し
て
の
巡
回
広
報

を
す
る
こ
と
で
、
放
火
や
火
災
の

発
生
を
未
然
に
防
い
で
い
ま
す
。

年
の
瀬
に
聞
こ
え
る
拍
子
木
の
音

は
、
住
民
に
と
っ
て
こ
の
季
節
の

風
物
詩
で
す
。
子
ど
も
の
頃
、
拍

子
木
が
聞
こ
え
始
め
る
と
家
族
か

ら

火
の
用
心
が
ま
わ
っ
て
る

よ

早
く
寝
な
さ
い

と
言
わ
れ

た
も
の
で
す
。

消
防
団
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
の
た
め
、
日
夜
活
躍
し
て
い

ま
す
。
火
災
発
生
防
止
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

消
防
団
は
地
域
防
災
の
要

平成 年度 航空機事故消火救難訓練─バンブー ジョイ ハイランド

消
防
署
の
は
た
ら
き

消
防
署
は
、
消
防
車
で
火
事
を
消
し
、
救
急
車
で
病
気
や
け
が
の
人
を

運
ぶ
ほ
か
、
町
民
と
一
緒
に
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
主

な
仕
事
で
す
。

消
防
の
仕
事

警
防
活
動

火

事

火
事
現
場
で
は
火
を
消
し
た
り
、
逃
げ
遅
れ
た
人
を
助
け
ま
す
。

火
事
の
原
因
を
調
査
し
、
火
災
予
防
に
役
立
て
ま
す
。

救

急

け
が
を
し
た
人
や
病
気
に
な
っ
た
人
を
、
早
く
病
院
へ
運
び
ま

す
。
水
害
の
時
も
、
町
民
を
守
り
ま
す
。

救

助

車
や
建
物
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を
助
け
ま
す
。

海
、
池
、
川
な
ど
で
溺
れ
て
い
る
人
を
助
け
ま
す
。

そ
の
他

消
火
栓
、
防
火
用
水
、
プ
ー
ル
な
ど
を
い
つ
で
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
、
見
回
っ
て
調
べ
て
い
ま
す
。
火
事
に
備
え
て
い
つ
で

も
出
動
で
き
る
よ
う
に
、
機
械
器
具
を
点
検
し
、
素
早
く
活
動

で
き
る
よ
う
訓
練
し
て
い
ま
す
。

予
防
活
動

学
校
な
ど
で
避
難
訓
練
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
大
き
い
建
物
か
ら
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
調
査
し
、

違
反
が
あ
れ
ば
指
導
し
て
い
ま
す
。

建
物
が
、
防
火
上
安
全
か
ど
う
か
調
査
し
て
い
ま
す
。

火
の
消
し
方
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

空
気
が
乾
い
た
日
な
ど
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
こ
と
を
広
報
し
ま
す
。

火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
家
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

火
事
や
交
通
事
故
な
ど
が
起
こ
る
と
、
皆
さ
ん
か
ら
の

番
通
報

は
、
消
防
署
の
通
信
指
令
室
に
入
り
ま
す
。

大
崎
上
島
消
防
署

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
設
置
が
必
要
で
す

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
設
置
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成

年

月

日
か
ら
設
置
が
必
要
と
な
り
、

既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成

年

月

日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



全国の火事は？
平成 年（ 月 月）における出火件数は 件

で、おおよそ 日あたり 件、 分に 件の火災が発生
したことになります。
また、毎日 棟の家がなくなり、約 億 千 万円

の財産が灰になったことになります。この火事で毎日約
人の尊い命がなくなり、約 人がけがをしています。

件の火事の原因は、放火（ 件）、こんろ
（ 件）、たばこ（ 件）、放火の疑い（ 件）、
たき火（ 件）の順になっています。

全
国
で
も
広
島
県
で
も
、
火
災
の
原
因
で
一
番

多
い
の
は

放
火

で
す
。

火
を
つ
け
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
予
防
の
し
よ

う
が
な
い

そ
う
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
は
、
大
間
違

い
で
す
。
対
策
次
第
で
は
放
火
も
防
げ
る
の
で
す
。

放
火
防
止
対
策

家
の
ま
わ
り
は
明
る
く

車
庫
や
物
置
な
ど
に
は
、
必
ず
鍵
を
か
け
る

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い不
審
な
人
を
見
か
け
た
ら
、
ひ
と
声
か
け
る

夜
間
の
ゴ
ミ
出
し
は
や
め
る

【
全
国
と
大
崎
上
島
町
の
火
事
の
傾
向
と
、
救
急
出
動
状
況
を
グ
ラ
フ
で
表
し
て
み
ま
し
た
。】

大崎上島町の火事は？
私たちが住んでいる大崎上島町ではいったいどのくら
いの火事が起こっているのでしょうか？
昭和 年から平成 年までの火事の記録を調べてみる

と、 件の火事が起こっています。これは毎年 件近
い火事が発生している計算になります。この数字は、今
までの火災統計からみてみると、大崎上島町ではその年
に火災発生件数が 件を超えたとき は火災の多い年
といえます。
また、近年の火災原因の 位はたき火、 位はタバコ、
位はガスコンロとなっています。

大崎上島町の救急出動
大崎上島町ではどのくらいの救急事故が起きているの
でしょうか？
昭和 年 月に大崎上島消防署ができてから、平成

年までに出動した件数は、 件で 人を救急車で
病院に運んでいます。また、 箇所のヘリポートからヘ
リコプターを使って患者を運んだのは 件あります。
平成 年には、大崎上島町民の約 人に 人の割合で
救急車を使用したことになり、 日に約 件の割合で、
町の中を走ったことになります。

平成 年 全国の火災の件数
出典 日本防炎協会

平成 年 火災の主な原因
出典 日本防炎協会

大崎上島町の過去 年間の火事

平成 年 大崎上島町の救急出動



Hello everyone! It is now a 

very exciting time in America. 

Many people are preparing for 

Thanksgiving, which this year 

will be on November 27th and 

they are also beginning to plan for Christmas. This 

year especially, many of my friends are very excited 

for the New Year as well, as we will have a new 

President starting January 20, 2009. They are hoping 

that President Obama will bring many good changes 

to America.

I have also been enjoying my second autumn in 

Japan. It is hard to believe that this is my second 

year on the island as the first year flew by and it is 

even harder to believe that is already November! 

One of the highlights of this autumn was my recent 

visit to the beautiful town of Kurashiki. I traveled 

there with my friend Joshua and we had such a 

wonderful time exploring the old village, browsing 

through the many interesting shops and trekking up 

to the lovely local shrine. It was a rather tiring climb 

up some very steep steps, but in the end it was worth 

it. The shrine was indeed incredibly beautiful and we 

were able to experience a magnificent view of the 

whole city.

The best part of our trip, at least for me  

however, was our visit to the Tivoli Gardens 

Amusement Park. The actual Tivoli Gardens is in 

Copenhagen, Denmark and it is the world's oldest 

amusement park. I have visited Copenhagen's Tivoli 

Gardens twice before, so it was very strange for me 

to see such a perfect replica in the middle of Japan! 

So many of the buildings looked exactly the same as 

their counterparts in Denmark, especially the Glass 

Hall. Joshua and I enjoyed watching the sunset as we 

rode on the Ferris Wheel and shopping in the Danish 

shop, but the best part for us was just walking around 

the Amusement Park and pretending that were in 

Denmark. I have included a picture of Joshua and me 

outside of the Sanrio store in Kurashiki. We bought 

some interesting Hello Kitty souvenirs there and 

enjoyed looking at all the 

different kinds of Hello 

Kitty merchandise.

Judy

こんにちは、皆さん！今、アメリカはとてもエキサ

イティングな時期です。多くの人々が 月 日にある

感謝祭の準備をしています。そして、また、彼らはク

リスマスの計画を始めます。特に今年、私の友人の多

くが新しい年に非常に興奮しています。私たちは新し

い大統領を 年 月 日に迎えます。彼らは、オバ

マ大統領が多くの良い変化をアメリカにもたらすこと

を望んでいます。

また、私は日本における 度目の秋を楽しんでいま

す。 年目はあっという間に過ぎ、島での 年目が既

に 月であるとは信じられません！今年の秋に関する

ハイライトの つは倉敷の美しい町への訪問でした。

私は友人のジョシュアと一緒に行きました。私たちは

古い市街を探検しながら、楽しく過ごしました。多く

のおもしろい店を見て回り、すてきな地方の神社まで

行きました。非常に急な階段はかなり疲れましたが、

その価値はありました。本当に、神殿は信じられない

ほど美しかったです。そして、私たちは市の全景を見

る経験ができました。

旅行の大半は、少なくとも私にとっては、チボリ公

園に行ったことです。実際のチボリ公園はコペンハー

ゲン（デンマーク）にあります。それは世界で最も古

い遊園地です。私は以前に 度コペンハーゲンのチボ

リ公園を訪れたことがあるので、日本の真ん中で完全

なレプリカを見るのは、非常に奇妙でした！ほとんど

の建物、特にグラスホールはデンマークと同じに見え

ました。ジョシュアと私は、観覧車に乗り夕日を見て、

デンマークの店で買い物をしました。私たちにとって、

一番良かったのはデンマークの公園にいるふりをして

散歩をすることでした。倉敷のサンリオ店で撮った

ジョシュアと私の写真を載せます。私たちは、そこで

いくつかのおもしろいハロー・キティーを買って、

色々なハロー・キティー商品を見るのを楽しみました。

ジュディ

むし楽を秋



最
後
の
新
潮
祭

東
野
中
学
校

月

日
、
東
野
中
学
校
体
育
館
天
井
に
輝
く

つ
の
大

き
な
星
の
下
を
、
全
校
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
頭
に
星
を
つ
け
入

場
し
、
各
自
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
の

最

後
の
新
潮
祭
を
地
域
の
方
々
に
感
謝
し
て
盛
り
上
げ
て
い
こ

う

と
い
う
挨
拶
で
東
野
中
学
校
最
後
の
新
潮
祭
が
始
ま
り

ま
し
た
。

最
初
に
音
楽
講
座
の
演
奏
、
家
庭
科
講
座
の

分
間
ク
ッ

キ
ン
グ
や
料
理
の
裏
技
の
紹
介
、
社
会
講
座
の
大
崎
上
島
に

あ
る
横
穴
式
古
墳
と
厳
島
神
社
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
、
ス

ポ
ー
ツ
講
座
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
ち
な
ん
だ

東
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
、

そ
し
て
美
術
講
座
が

絵
画
の
鑑
賞
に
つ
い

て
実
演
し
ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス

で
は
、

太
陽
が
く

れ
た
季
節

の
後
に
、

東
野
中
学
校
校
歌

が
体
育
館
全
体
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

次
に
学
年
の
発
表

で
は
、

年
生
が
地

元
の
介
護
施
設
で
の

絆
・
最
後
の
木
江
中

た
っ
た
ひ
と
つ
の
宝
物
を
つ
く
ろ
う

木
江
中
学
校

今
年
の
文
化
祭

は
、

絆
・
最
後

の
木
江
中

た
っ

た
ひ
と
つ
の
宝
物

を
つ
く
ろ
う

を

テ
ー
マ
に
行
い
ま

し
た
。

意
見
発
表
で
は
、

各
学
年
か
ら

名

が
発
表
し
ま
し
た
。

学
年
発
表
で
は
、

年
生
が
保
育
所

訪
問
、

年
生
は

修
学
旅
行
、

年

生
は
合
奏
を
行
い

ま
し
た
。

そ
し
て
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間

の
発
表
と
し
て
、
創
作
劇

十
七
夜

を
披
露
し
ま
し
た
。

次
に
、

合
唱
で
は

未
来
へ

の
後
、
校
歌
を
歌

い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
、
会
場
に
呼
び
か
け
て
、
木
江
中

の
生
徒
・
卒
業
生
も
前
に
出
て
も
ら
っ
て
の
大
合
唱
を
行
い

残
そ
う

我
ら
が
最
後
の
一
ペ
ー
ジ

大
崎
中
学
校

残
そ
う

我
ら
が
最
後
の
一
ペ
ー
ジ

。
今
年
の

大

崎
も
り
だ
く
さ
ん

は
、
中
庭
で
は
茶
道
部
が
呈
茶
を
、
教

室
で
は
華
道
部
が
花
展
を
開
き
、
そ
の
後
の
体
育
館
発
表
に

は

名
を
超
す
保
護
者
・
地
域
の
方
が
。

色
と
り
ど
り
の
風
船
が
舞
う
体
育
館
は
そ
れ
だ
け
で
気
持

ち
が
軽
く
な
り
そ
う
で
、
団
扇
・
額
・
地
図
・
歴
史
新
聞
・

浴
衣
・
甚
平
・
エ
プ
ロ
ン
・
林
檎
の
絵
・
環
境
啓
発
ポ
ス

タ
ー
な
ど
、
多
く
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、

年

生
が

福
祉
体
験
学
習

で
の
学
び
を
劇
で
演
じ
、

年
生
が

修
学
旅
行

の
報
告
を
、
年
生
が
ふ

る
さ
と
探
求

で
調
べ
た

上
島
の
学
校
の
歴
史
を
発

表
し
ま
し
た
。
学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
、
表
現
力
に

学
び
の
積
み
重
ね
が
見
え

ま
し
た
。

次
の
教
科
発
表
は
、
選

択
音
楽
の
合
奏
と
英
語
暗

唱
で
す
。
楽
し
い
ボ

デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

来
年

月
、
大
崎
上
島
中
学
校
が
開
校
し
ま
す
。

長
い
歴
史
と
多
く
の
思
い
出
を
積
み
重
ね
た

つ
の
中
学
校
の

文
化
祭

も
最
後
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の

文
化
祭

を
紹
介
し
ま
す
。
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体
験
と
、
手
作
り
団
扇
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

奏
な
ど
の
交
流
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

年
生
は
、
今

年
か
ら
行
き
先
が
変
わ
っ
た
修
学
旅
行

日
間
の
様
子
を
見

る
人
に
わ
か
り
や
す
く
、
劇
や
ク
イ
ズ
、
短
歌
を
交
え
て
発

表
し
ま
し
た
。
特
に
短
歌
で
は
、
そ
の
と
き
感
じ
た
一
人
一

人
の
気
持
ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

年
生
は
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
学
ん
だ
こ
と
を

グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
実
況
を
交
え
な
が
ら
工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
を
実
施

し
ま
し
た
。

体
育
館
発
表
の
最
後
は
、
全
校
合
奏
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
カ
ル
メ
ン

か
ら
始
ま
り

カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
、
童

謡
メ
ド
レ
ー
、
負
け
な
い
で

な
ど
最
後
の
新
潮
祭
に
向

け
て
練
習
し
て
き
た
も
の
を
す
べ
て
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
満
足
出
来
る
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
展
示
や
バ
ザ
ー
で
は
、
舞
台
発
表
と
は
ま
た

違
う
形
で
生
徒
と
地
域
の
方
々
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
緒
に
楽
し
む
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
を
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

ま
し
た
。

最
後
は
生
徒
の

大
地
讃
頌

の
合
唱
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

午
後
は
、
模
擬
店
・
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
の
文

化
祭
と
い
う
こ
と
で
、
例
年
の
倍
近
く
の
来
校
者
が
あ
り
ま

し
た
。

文
化
祭
の
劇
は
、
会
場
に
大
き
な
感
動
と
涙
を
与
え
る
す

ば
ら
し
い
劇
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

《
劇
に
よ
せ
ら
れ
た
声
》

（
保
護
者
）

最
初
か
ら
最
後
ま
で

涙
・
涙
の
大
感
動
で
し
た
。

も
っ
と
大
き
く
宣
伝
し
て

大
き
な
場
所
で
再
演
し
、

多
く
の
人
に
み
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
て
、
木
江

中
の
子
ど
も
た
ち
は
幸
せ

だ
と
思
い
ま
し
た
。
又
、

そ
う
い
う
人
た
ち
の
思
い

に
ち
ゃ
ん
と
応
え
て
、
着

実
に
成
長
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

（
地
域
）

十
七
夜

で
は
、
こ
の
祭
り
が
単
な
る
櫂
伝
馬
と
花
火

の
夏
ま
つ
り
で
は
な
く
、
地
域
の
人
々
の
神
や
海
へ
の
畏
敬

の
念
と
、
人
々
の
幸
せ
を
願
う
思
い
か
ら
、
今
ま
で
伝
わ
っ

て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

（
生
徒
）

こ
の
時
代
、
こ
の
場
所
に
生
ま
れ
て
、
私
達
は

櫂
伝
馬

と
い
う
ひ
と
つ
の
文
化
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
と
い
う

未
来

を
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
直

接
、
何
か
が
で
き
な
く
て
も
、
今
、
私
達
は
未
来
を
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

や
懸
命
な
演
奏
ぶ
り
に
拍
手
が
送
ら
れ
、
暗
唱
は
今
年
度
豊

竹
の
大
会
で
個
人
・
団
体
と
も
優
勝
し
て
い
る
だ
け
に
、
滑

ら
か
で
情
感
豊
か
な
表
現
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

最
後
は
地
域
講
師
か
ら
学
ん
だ
伝
統
芸
能
の
演
技
。
和

太
鼓

獅
子
舞

ソ
ー
ラ
ン
踊
り

の

つ
か
ら
、

年

生
は

和
太
鼓

獅
子
舞

を
、

年
生
は
す
べ
て
組
み

合
わ
せ
た
創
作
曲

海う
み

神が
み

を
発
表
し
ま
し
た
。
海
神

は

年
目
に
し
て
大
崎
中
最
後
の
上
演
と
な
り
ま
し
た
が
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
と
声
に
、
館
内
い
っ
ぱ
い
の
惜
し
み

な
い
拍
手
と
、
卒
業
生
か
ら

後
輩
た
ち
が

海
神

の
最

後
を
飾
っ
て
く
れ
て
よ
か
っ
た

と
い
う
嬉
し
い
言
葉
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
限
り
の

大
崎
も
り
だ
く
さ
ん

に
、
最
後
を

飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
出
来
だ
っ
た

今
年
で
最
後
と
は
も
っ

た
い
な
い
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
、大
崎
中
最
後
の

ペ
ー

ジ
に
ま
た
新
た
な
思
い
出
が
書
き
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
が
輝
い
た
瞬
間
は
、
生
徒
た
ち
自
身
と
ご
来
校
い
た
だ

い
た
方
々
の
心
に
、
末
永
く
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル 開館時間

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

トライアングル 新津きよみ

ばかもの 絲山 秋子

コード・ブルー 沢村 光彦

ばす 山本 甲士

まっ白 ジミー大西画集 ジミー大西

無人地帯 永瀬 隼介

ワンダーワンダフル上 下 河上 朔

休休

月 日 、 年生の総合の時間 リサーチ 工業
系列の授業で製作した水陸両用車の進水式を行いました。
完成までに費やした歳月は 年間、作業に携わった生徒
は延べ 名、ようやくこの日を迎えることができました。
報道各社にも大きく取り上げて頂き、大崎海星高校の存
在感と、島の小さな学校の底力をアピールできたと思い
ます。また、生徒たちは、多くのカメラや、集まって頂
いた人々を見て、自分たちがやってきたことの大きさに
気づき、自分たちもやればできるという自信をつけるこ
とができました。

童夢 完成に向け応援してきて頂いた方々、また、
進水式にお集まりいただいた方々、本当にありがとうご
ざいました。
これからも大崎海星高校は、様々な分野で体験的・実
践的教育活動を行い、島になくてはならない高校として
頑張ってまいります。今後ともご支援よろしくお願いい
たします。

広島商船高専は、この度、社団法人 小さな親切 運
動本部より、 小さな親切 実行章を受章した。
これは、同校が 年から年 回広島県内の小・

中学校に出向き、 環境問題 をテーマに、 環境学習出
前講座 を開き活動していることを評価されたもので、
今回が初の受章である。
同校 中島地域交流・共同研究センター長は、 こうし

た地道な活動を評価して頂けるのは大変光栄なこと。こ
れを励みにして、今後も更に受章回数を増やしたい。
と感想を述べる等、今回の受章を通じ、地道な活動が根
付いて来たことを実感していた。

【補足】
小さな親切 運動本部は、昭和 年に発足し、本年
で 周年を迎える。“できる親切はみんなでしよう、
それが社会の習慣となる
ように”を目標に、親切
な心を育む各種事業を展
開しており、歴史ある法
人である。

小さな親切 実行章を受章 水陸両用車 童夢 進水式

月 日 月
日 の 日間、本校の
年生が県内 箇所の

施設や事業所に分かれ
てインターンシップを
実施しました。

年生 インターンシップ実施

ひまわり会
絵本のよみかたり

絵本 たまごケーキ
やけたかな？ 他
紙芝居 トボンとプ
クンのクリスマス



今月は木江小学校今月は木江小学校

また、広島大学の鈴木先生の講演は、今年で三度目と
なりましたが、 保護者・地域とつながる道徳教育の在
り方 と題して行われました。道徳教育の意義は、保護
者・地域とつながることにより強化・多様化させていく
ことができるというお話でした。子どもたちは地域で多
くの人と交流することにより、
教室の中で気付いた価値観だ
けに終わらず多様な価値観を
発見していきます。本校では、
地域での活動を充実させると
ともに、地域の方を学校に招
いて経験されたことや、その
時の思い等を語って頂く機会
を作り、児童の心に響く道徳
教育の実現に向けて、更なる
取り組みを続けています。

平
成

年
度
【
第

回
】

月

日

議
題

報
告

平
成

年
度
環
境
啓
発
ポ
ス

タ
ー

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

に
つ
い
て

協
議

学
校
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て

協
議

次
年
度
教
育
研
究
に
つ
い
て

そ
の
他

今
年
度
文
化
祭
に
つ
い
て

公
開
研
究
会
に
つ
い
て

そ
の
他

平
成

年
度
広
島
県
市
町
教

育
委
員
研
修
会
参
加
に
つ
い

て

自然を大切にする心プログラム

総合的な学習の時間を利用して、道徳の時間に、ごみ
を減らすために私たちができることを考えました。

海岸のごみ拾い

平成 年度教育研究会

働くことの意義を理解し社会に役立っていこうとする意欲を
養う授業

正直に明るく生きようとする心情を育てる授業

月 日に教育研究会を行いました。
内容は本校が取り組んでいる道徳教育プログラムです。
子どもたちの学習・生活のあらゆる場面に道徳のねらい
を結びつけ、自ら判断し行動していこうという実践意欲
をもたせるものです。

ともに学びあうことを通して、子どもたちは自然を大
切にする心を育くんでいます。



診
察
室
に
い
て
い
つ
も
感
じ
る
の
は
、

専
業
主
婦
と
呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
の
人
権

が
意
外
な
ほ
ど
守
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い

う
こ
と
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
保
険
や
年
金
は
夫
の
扶
養

家
族
と
い
う
こ
と
で
き
ち
ん
と
加
入
し
て

い
る
し
、
社
会
的
に
も

さ
ん
の
奥

さ
ん

ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

で
も

と
診
察
室
で
、
あ
る
女
性
は

た
め
息
を
つ
い
た
。
私
が
ひ
と
り
の
女

性
と
し
て
、
い
え
人
間
と
し
て
日
々
、
い

ろ
い
ろ
と
、
感
じ
た
り
考
え
た
り
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
誰
も
関
心
を
持
っ
て

く
れ
な
い
ん
で
す
よ

一
家
を
預
か
る
主
婦
は
い
つ
も
明
る
く

元
気
、
家
族
の
健
康
以
外
に
悩
み
な
ど
何

も
な
い
。
そ
う
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

妻
や
母
親
、
嫁
と
い
っ
た
立
場
を
超
え
て

社
会
問
題
や
政
治
に
つ
い
て
何
か
発
言
し

よ
う
と
し
て
も
、
な
に
言
っ
て
る
の
？

そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
息
子
さ
ん
の
受
験
は

ど
う
す
る
の
？

な
ど
と
言
わ
れ
て
、
ま

と
も
に
聞
い
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
多
い
。

そ
こ
で

私
っ
て
誰
？
元
気
な
お
母
さ
ん

答
え
は
出
な
く
て
も

主
婦
に
だ
っ
て
名
前
も
心
も
あ
る

精
神
科
医
・
立
教
大
学
教
授

香
山

リ
カ

で
あ
れ
ば
、誰
だ
っ
て
い
い
っ
て
こ
と
？

と
自
分
自
身
の
か
け
が
え
の
な
さ
が
感
じ

ら
れ
な
く
な
り
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

人
も
少
な
く
な
い
。

主
婦
だ
っ
て
、
ひ
と
り
の
人
間
。
こ
ん

な
あ
た
り
ま
え
の
原
則
が
、
意
外
に
理
解

さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
ま
ず
い

ち
ば
ん
身
近
な
大
人
で
あ
る
夫
の
か
か
わ

り
が
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
外
で
は

こ

れ
か
ら
は
女
性
も
ど
ん
ど
ん
活
躍
す
べ
き

で
す
よ

な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
家
庭
に

戻
る
と
妻
の
話
に
も
ろ
く
に
耳
を
貸
せ
な

い
、
と
い
う
男
性
が
残
念
な
が
ら
少
な
く

な
い
の
が
事
実
。
そ
れ
で
も
語
り
か
け
よ

う
と
す
る
妻
に
、
お
定
ま
り
の

ち
ょ
っ

と
黙
っ
て
い
て
く
れ
よ
。
こ
っ
ち
は
一
日
、

仕
事
し
て
き
て
疲
れ
て
る
ん
だ
よ

の
ひ

と
こ
と
を
浴
び
せ
か
け
る
夫
も
い
ま
だ
に

多
い
。

従
来
の
日
本
社
会
で
は
、
専
業
主
婦

と
は
そ
う
い
う
も
の

と
い
う
外
か
ら
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
強
く
、
ひ
と
り
の
人
間

で
あ
り
た
い
女
性
た
ち
も

仕
方
な
い
の

か
な

と
そ
の
ま
ま
沈
黙
し
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
今
は
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
毎
日
の

よ
う
に

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
活
躍

や

主
婦
で
あ
り
な
が
ら
作
家
デ
ビ
ュ
ー

し
た
女
性

と
い
っ
た
話
題
が
語
ら
れ
る
。

そ
う
い
う
話
を
目
に
す
る
た
び
に
、
私

は
こ
れ
じ
ゃ
い
け
な
い

と
女
性
た
ち
は

傷
つ
き
、
あ
せ
り
を
感
じ
る
の
だ
。

い
ま
主
婦
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
や
ブ
ロ
グ
で
胸
の
う
ち
を
さ
ら
け
出

し
、
読
ん
だ
人
た
ち
か
ら
の
反
応
で

私

の
発
言
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
も
い

る
ん
だ

私
の
考
え
、
間
違
っ
て
な
か
っ

た
ん
だ

と
自
己
確
認
を
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
意
味
の
な
い
こ
と
で
は

な
い
が
、
せ
っ
か
く
目
の
前
に
夫
を
は
じ

め
と
す
る
人
間
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼

ら
と
の
リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
自
己
確
認
で
き
る
ほ
う
が
よ
い
に
決

ま
っ
て
い
る
。

専
業
主
婦
で
何
も
悩
み
が
な
い

の

で
は
な
く
、
専
業
主
婦
だ
か
ら
こ
そ
、

い
ろ
い
ろ
考
え
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
多
い

と
見
方
を
変
え
、
彼
女
た
ち
を

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
認
め
る
こ
と
。
こ

れ
が
い
ま
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

財
団
法
人

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

ア
イ
ユ
よ
り

遺
言
を
残
し
た
い
の
で
す
が
注

意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

遺
言
を
書
け
ば
、
与
え
た
い
人

に
財
産
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
遺
留
分
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

遺
留
分
と
は
、
遺
言
の
定
め
に

か
か
わ
ら
ず
、
配
偶
者
及
び
法
定

相
続
人
の
第

順
位
（
子
等
）、

第

順
位
（
父
母
等
）
の
遺
族
の

た
め
に
最
低
限
の
相
続
分
を
保
証

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
せ
っ

か
く
遺
族
の
こ
と
を
考
え
遺
言
を

残
し
た
の
に
、
遺
留
分
が
あ
る
遺

族
に
遺
留
分
相
当
の
財
産
を
残
さ

な
い
と
遺
族
が
も
め
る
原
因
を
つ

く
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

遺
言
を
書
く
前
に
、
相
続
財
産

の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
し
、
遺
留
分

の
計
算
も
忘
れ
ず
に
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

広
島
法
務
局
竹
原
支
局

遺
言
を
残
し
た
い
の
で
す
が
注

意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

遺
言
を
書
け
ば
、
与
え
た
い
人

に
財
産
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
遺
留
分
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

遺
留
分
と
は
、
遺
言
の
定
め
に

か
か
わ
ら
ず
、
配
偶
者
及
び
法
定

相
続
人
の
第

順
位
（
子
等
）、

第

順
位
（
父
母
等
）
の
遺
族
の

た
め
に
最
低
限
の
相
続
分
を
保
証

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
せ
っ

か
く
遺
族
の
こ
と
を
考
え
遺
言
を

残
し
た
の
に
、
遺
留
分
が
あ
る
遺

族
に
遺
留
分
相
当
の
財
産
を
残
さ

な
い
と
遺
族
が
も
め
る
原
因
を
つ

く
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

遺
言
を
書
く
前
に
、
相
続
財
産

の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
し
、
遺
留
分

の
計
算
も
忘
れ
ず
に
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

広
島
法
務
局
竹
原
支
局

法
務
局

く
ら
し
の



減
ら
そ
う
犯
罪

年
末
年
始
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

だ
れ
も
が
﹇
安
全
・
安
心
﹈
を

実
感
で
き
る
大
崎
上
島
の
実
現

減
ら
そ
う
犯
罪

減

犯
罪

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

年
末
年
始
は
、
人
や
車
の
動
き
も
あ
わ
た
だ
し
く
な
り
、

島
外
か
ら
の
帰
省
等
交
通
量
が
増
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
忘

年
会
帰
り
で
の
飲
酒
運
転
、
初
詣
等
に
お
け
る
駐
車
場
で
の

接
触
事
故
等
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
車
の
運
転

や
道
路
を
歩
か
れ
る
時
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
者
マ
ー
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

夜
間
歩
く
時
は
、
反
射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

全
席
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
装
し
ま
し
ょ
う
。
幼
児
に
は

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

車
間
距
離
を
広
げ
、
安
全
速
度
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

駐
車
場
な
ど
で
後
退
す
る
時
は
、
後
を
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
追
放
三
原
則

・
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
車
を
運
転
し
な
い

・
酒
を
飲
む
席
に
車
を
運
転

し
て
い
か
な
い

・
車
を
運
転
す
る
人
に
酒
を

勧
め
な
い

木
江
警
察
署

消
費
生
活
情
報

エクスパックによる 振り込め詐欺 に注意エクスパックによる 振り込め詐欺 に注意

振り込め詐欺が止まりません。警察庁によると過去最悪のペース（平成 年 月 月だけで、約
億円 （昨年同期では約 億円））です。
相次ぐ振り込め詐欺の被害者の救済のため、本年 月には被害金返還手続きを定める 振り込め詐欺救

済法 が施行され、 月の 振り込め詐欺撲滅月間 では警察や金融機関などによる での巡回な
どの被害防止のための水際作戦が懸命に進められています。

しかし、そんな中最近目立つ手口として、 エクスパック を悪用するものがあります。
エクスパックは、郵便局やコンビニで 円で購入する専用封筒で、荷物を入れて郵便ポストに投函す

るものです。
振り込め詐欺グループは、エクスパックに現金を入れて私書箱など宛てに送金させようとします。特に

融資保証金詐欺（ 低金利で融資する と誘い、融資保証金を名目にお金を騙し取る）や架空請求などで
使われています。
エクスパックの封筒には 現金は送れない と
注意書きがされていますが、品物欄に 書類 と
書かれていれば、チェックできません。 エクス
パック を送金手段にした事例は、まず詐欺と疑っ
てください。
振り込め詐欺の手口を学び、日頃から騙されな

いよう心がけることは大切ですが、いざという時
は動揺するものです。 送金 の前に周囲の人に
相談しましょう。

消費生活相談窓口
竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

火・木曜日 奇数月の第 金曜日



第

回
広
島
県
公
衆
衛
生
大
会

月

日
千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー
に
て
、

第

回
広
島
県
公
衆
衛
生
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

広
島
県
知
事
表
彰

健
康
増
進
栄
養
関
係
功
労

（
個
人
）

谷
本

佳
子
さ
ん

環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー

最
優
秀
賞

大
崎
小

年

越
田
あ
い
り
さ
ん

環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー

優
秀
賞

大
崎
小

年

望
月

美
里
さ
ん

奨
励
賞

大
崎
小

年

奥
本

彩
奈
さ
ん

大
崎
小

年

松
本

早
織
さ
ん

こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
方
々
が
受
賞
し

ま
し
た
。

第

回
文
化
祭
開
催
さ
れ
る

あ
た
た
か
な
文
化
一
つ
に
元
気
島

を
テ
ー
マ
に

毎
年
恒
例
の
文
化
祭
が

月

・

日

の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
展
示
会
場
を
東
野
小
・
中
体

育
館
・
大
望
月
邸
、
バ
ザ
ー
は
東
野
小
学

校
駐
車
場
・
ル
ン
ビ
ニ
幼
稚
園
運
動
場
、

演
芸
発
表
は
大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
神
峰

で
実
施
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
に
相
応
し
く
、
今
年
は
展
示
を

一
会
場
に
し
、
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
望
月
邸
で
は
花
展
・
菊
花
展
と

共
に
恒
例
の
お
茶
席
が
設
け
ら
れ
、

人
が
花
の
香
り
と
抹
茶
一
服
を
楽
し
み

ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

知
っ
て
い
ま
す
か

地
球
の
温
暖
化

文
化
祭
で
、
町
民
の
皆
様
に
地
球
温
暖

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員（
大

崎
上
島
け
ん
こ
う
文
化
の
島
づ
く
り
協
議

会
）が
、
日
常
生
活
で
の
省
エ
ネ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ネ

ル
・
チ
ラ
シ
で
地
球
温
暖
化
防
止
意
識
の

高
揚
を
図
る
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
省
エ
ネ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

を
募
集
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
ご
協
力

い
た
だ
く
皆
様
の
輪
を
広
げ
て
参
り
ま
す
。

第

回
竹
原
広
域
消
防
競
技
大
会

月

日

竹
原
市
の
三
井
金
属
鉱
業

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
竹
原
広
域
消
防

競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か

ら

団
体
（

名
）
が
参
加
し
、
出
場
し

た
す
べ
て
の
競
技
で
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。



東
野
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

連
覇
達
成

月

日
、
第

回
大
崎
上
島
町
近
郷

小
学
生
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
大

崎
・
東
野
中
学
校
体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
愛
媛
県
な
ど
県
外
か
ら
の
参
加
も

含
め
、

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
保
護
者
や

関
係
者
の
熱
い
応
援
が
飛
び
交
う
会
場
で
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
、
豊
田
・
東
野
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
。
第

回
に
続
き
、

連
覇
達
成
！

大
好
き
な
バ
レ
ー
を
通
じ
て
心
・
技
・

笑
を
磨
い
て
き
た
豊
田
・
東
野
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、
今
後
も
全
力

プ
レ
ー
で
頑
張
り
ま
す
。

防
犯
栄
誉
銅
章
を
受
賞

こ
の
秋
、
全
国
防
犯
連
合
会
長
表
彰
防

犯
栄
誉
銅
章
を
受
賞
さ
れ
た
竹
下
信
子
さ

ん
に
、

月

日
木
江
警
察
署
に
て
表
彰

状
と
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

版
画
家
秋
山
巌
さ
ん

応
援
し
ま
す

山
頭
火
で
地
域
お
こ
し

放
浪
の
俳
人
種
田
山
頭
火
の
世
界
を
彫

り
続
け
る
版
画
家
秋
山
巌
さ
ん
が
、
正
光

坊
（
東
野
）
本
堂
等
の
ふ
す
ま
に
次
々
と

肉
筆
画
を
描
き
あ
げ
ま
し
た
。
山
頭
火
ゆ

か
り
の
大
崎
上
島
に
、
町
お
こ
し
を
夢
見

て
寺
に
句
碑
を
建
て
た
住
職
（
不
二
川
貫

浄
さ
ん
）
が
い
る
と
聞
き
応
援
し
た
い
と

訪
れ
た
も
の
で
す
。
町
内
外
か
ら
数
十
人

が
集
い
、
制
作
の
場
を
見
守
り
ま
し
た
。

実
際
に
当
地
を
踏
み
、
島
の
人
々
と

語
ら
う
う
ち
是
非
と
も
こ
こ
を
、
山
頭
火

を
発
信
す
る
拠
点
に
し
た
い
と
い
う
思
い

が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
私
の

で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
。

歳
に
し
て

新
た
な
夢
を
か
き
た
て
ら
れ
て
い
ま
す

と
秋
山
さ
ん
。（
詳
し
く
は
次
号
で
）

秋
山
さ
ん
は
棟
方
志
功
の
四
大
弟
子

の

人
、そ
の
作
品
は
大
英
博
物
館（
ロ

ン
ド
ン
）
ほ
か
海
外
の
美
術
館
に
も
所

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
自
転
車
大
会
で

敢
闘
賞
受
賞

月

日
広
島
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
高
齢
者
自
転
車
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

人

組

チ
ー
ム
計

人
が
参
加
し
、
自
転
車

の
安
全
な
乗
り
方
を
競
い
ま
し
た
。
木
江

地
区
安
全
運
転
協
会
の
代
表
と
し
て
、
田

村
さ
ん
、
森
川
さ
ん
、
小
川
さ
ん
、
高
橋

さ
ん
が
参
加
し
、
見
事
に
敢
闘
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

姉
妹
町

北
海
道
中
頓
別
町
民
交
流
団
来
町

月

日
か
ら

日
の

泊

日
の
日

程
で
中
頓
別
町
か
ら

名
の
町
民
交
流
団

の
皆
さ
ん
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

日
に
は
神
峰
山
山
頂
で
、

年

月

に
中
頓
別
町
を
訪
問
し
た
町
民
の
皆
さ
ん

の
手
作
り
の
昼
食
を
摂
り
な
が
ら
交
流
会

を
開
催
し
、
両
町
の
話
題
に
話
が
弾
み
ま

し
た
。

絵筆をふるう秋山さん（中央）と弟子の
秋山さちさん



糖尿病という名前の由来は、甘味がある尿がたくさん
出るという意味をもつ、ディアテス・メリトス（ラテン
語）という言葉の日本語訳です。紀元前 年ごろ古代
エジプト人はパピルスに、 尿があまりにたくさん出る
病気 として記載し、これが糖尿病に関する最古の文献
として知られています。日本では藤原道長（ ）
が、文献上に出てくる最初の糖尿病患者として知られて
います。道長は 歳の頃から、口渇（のどのかわき）や、
多尿（尿の量が多い）や、視力障害（目が見えにくい）
や体重減少がはじまっています。これらは糖尿病の典型
的な症状です。つでも当てはまるものはありませんか？
ある方は受診されることをお奨めします。現在ではこれ
らの症状に、 朝何も食べない時の血糖値（空腹時血糖）
普段の血糖値（随時血糖） のブドウ糖を飲ん

だ後の血糖値（ブドウ糖負荷試験）、 のうちの
つでも、異常値が加わると糖尿病と診断されます。糖尿
病は、生活習慣の見直しが必要です。当院でも糖尿病外
来がございますので、お気軽にご相談下さい。

糖尿病のはなし
検査科 野村 英幸

肝炎ウイルス（ 及び 型）
無料検査のお知らせ

広島県では、平成 年 月 日 年 月 日迄（
年間限り）、医療機関及び保健所（広島市を除く）で、
肝炎ウイルス検査を実施しています。
今までに、 型肝炎ウイルス検査を受けておられな

い方は、是非、この機会をご利用ください。
検査は、感染している方を少しでも早く発見して、重
症化を予防するために実施します。
中でも、 型肝炎ウイルスに感染すると一部の方は
肝硬変や肝臓がんへと進行するといわれています。検
査の結果、陽性と判定された場合は、インターフェロ
ン治療費助成制度が適用のうえ適切な治療を受けるこ
とができます。
年齢は問いません。但し、今までに検査を受けたこと
がある方は、受ける必要はありません。
この検査は、血液 を採血して行います。検査結果
は約 週間後にわかります。
最寄りの医療機関へ 肝炎ウイルス検査を受けたい
旨をご相談ください。なお、相談された医療機関が県
と未契約の場合は、保健所へご一報いただければ、契
約していただくようご案内します。
保健所での検査（月 回実施）をご希望の場合は、電
話予約が必要です。
広島県東広島地域保健所 保健課 健康増進係

（内線 ）
ふれあい工房が親水公園を清掃

指定障害福祉サービス事業所 ふれあい工房 で
は、 月より親水公園（大崎中学校隣）の除草とアヒ
ルの世話を町より委託され、毎週 回行っています。
アヒルたちもすっかり慣れて、餌やり担当の谷本

秀子さんをお母さんのように慕っています。
月 日 には、ライオンズクラブの方々、ふれ

あい工房家族会の方々もお手伝いに加わり、総勢
名以上で剪定作業を行いました。夏のあいだ、伸び
放題だった藤棚やつつじもすっきり整えられ、公園
全体にさわやかな風が吹き抜けた一日でした。
いつもトイレとあずま屋の掃除を担当している大

谷武さん（ 歳）は みんなが気持ちよく使えるよ
う、ひとりひとりが気をつけてくれると嬉しいです
ね。 と話していました。

東 広 島 地 域 保 健 所 の 相 談 会

精神科医による、ひきこもり相談

日時 月 日 予約制
場所 東広島地域事務所 階 保健相談室

精神科医による、うつ病等専門相談

日時 月 日 予約制
場所 東広島地域事務所 階 保健相談室

精神保健福祉相談員による相談

電話、面接のどちらでも応じます。
保健課保健対策係 内
町の保健師・栄養士も随時相談を受け付けています。
町保健衛生課 （直通）



冬です かぜにご注意冬で

エネルギー 、たん白質 、カロテン 、ビタミン 、塩分

野菜パワーで風邪予防
味噌ちゃんこ鍋

日増しに冷え込んでくるこの季節、温かい料理は何よりのごちそうですね。
そんな時こそ、野菜をたっぷり使った鍋料理はいかがでしょうか。なべ調理は
主食、主菜、副菜をすべて一つの鍋に入れて、作り方も簡単で、しかも栄養たっ
ぷりです。特に野菜をたくさんとることが出来、風邪予防には最適です。

冬は空気が乾燥しウイルスや細菌が
空気中に漂いやすくなります。また、
寒さで人間の鼻、のど、気管などの血
管が収縮して体内に入ってきたウイル
スや細菌を体の外に出す働きが鈍くな
り、かぜをひきやすい状態となります。
かぜはいつどこで発生し、どういう
集団に流行し、人から人に感染してど
れだけ広い地域に拡大していくか、わ
かりません。一人ひとりが注意をする
ことが大切です。

【かぜをひかないためには自分の体の
免疫力を保つことが必要です。】
しっかり睡眠をとる
偏食・暴飲・暴食をせずバランス
の取れた食事をする
適度な運動をする
極端な薄着、厚着をしない
手洗い、うがいをする
乾燥したところや人ごみを避ける

【かぜをひいてしまったら】
安静にしましょう…体が病原体と
戦うためにエネルギーを使います。
保温しましょう… の室温
が望ましいです。適度な湿度にも
配慮を。
栄養をとりましょう…バランスの
取れた消化のよいものを 日 回
きちんと摂りましょう。食欲がな
いからといって回数を減らすと消
化吸収が悪くなりかえって胃腸に
負担がかかります。
水分補給をしましょう…汗や、体
温が高いと皮膚の表面から蒸発す
る水分量も多くなるので脱水に注
意。
早めの受診を…持病のある方・乳
幼児・高齢者は、悪化しやすいの
で早めにかかりつけ医に受診しま
しょう。

材 料 分量 （ 人分）

作り方

出し昆布で出しをとる。（ ）
出し汁を煮立てて、白味噌と赤味噌を入れてとかす。
根菜類（里芋、大根、人参、ごぼう）は食べやすい大きさに切り、下ゆです
る。
ニラ、キャベツ、白ねぎも食べやすい大きさに切る。
ほうれん草はかたゆでし、水気をしぼり、 くらいの長さに切る。
豚もも肉、白身魚、焼き豆腐、生しいたけ、糸こんにゃくも食べやすい大き
さに切る。
鶏団子を作る。
鶏ひき肉にみじん切りした白ねぎ、しょうが、片栗粉、塩を混ぜ合わせて団
子にする。
を弱火にして、煮えにくいものから、材料を入れていく。
薬味に、好みでしょうがのすりおろし、ゆず、ゴマ等を加えるとよい。

風邪予防には、いろいろな栄養素を十分に摂ることが大切ですが、
強いて挙げるなら、免疫を高めるビタミン や粘膜を丈夫に保つカロテ
ンでしょうか。いずれも緑黄色野菜や淡色野菜、果物、芋に多く含まれて
います。
特に野菜は不足しがちですので心がけて摂るようにしましょう。野菜は

毎食小鉢に 杯分が目安です。また体を冷やさないように温かいものをと
ることも大切です。
食事のみでなく、睡眠を十分にとる、体を温める、手洗いやうがいをす

る、乾燥しすぎないようにするなども大切なことです。

豚もも肉 （小 パック）
白身魚（たら） （ 切 切）
ほたて（冷凍） （ 個）
焼き豆腐 丁
鶏ひき肉 （小 パック）
白ねぎのみじん切り 少々
片栗粉 小さじ
しょうがのみじん切り 少々
塩 小さじ

人参 中 本
ほうれん草 束
ニラ 束
キャベツ 葉

白ねぎ 本
大根 本
もやし 袋
ごぼう 本
生しいたけ 中 枚
里芋 中 個
糸こんにゃく 袋
うどん玉（ゆで） 玉
白味噌 大さじ 強
赤味噌 大さじ 強
出し昆布
水



保険料の納め忘れはありませんか保

ひとり親家庭の親の就労支援事業ひ

母子・寡婦家庭等福祉資金の
貸付けをご利用ください
母子
貸付

製造業を営む事業所を対象に、 月 日現在で全国一
斉に平成 年工業統計調査が行われます。調査の結果は、
国や地方自治体の施策立案の基礎資料となるほか、民間
企業や国民生活の幅広い分野で活用されています。本年
月から来年 月にかけて各事業所へ調査員がお伺いし

ます。調査票に記入していただいた内容は、統計法に基
づき秘密は厳守されます。正確な記入をお願いします。
【経済産業省・広島県・大崎上島町】
企画課

【目的】母子家庭及び寡婦の生活の安定と、その児童（子）
の福祉を図るために、各種類の貸付を行っていま
す。

【対象】 母子家庭の母
寡婦
父母のいない児童

貸付金の種類

就学支度資金（無利子）
高校（公立・私立）
貸付金額 円 円

短期大学（公立・私立）・専修学校（ ）
貸付金額 円 円

大学（公立・私立）
貸付金額 円 円

修学資金（無利子）
高校（公立・私立）
貸付金額（月額） 円 円

短期大学（公立・私立）・専修学校（ ）
貸付金額（月額） 円 円

大学（公立・私立）
貸付金額（月額） 円 円

今回は、就学支度・修学資金についてお知らせしまし
た。他に 種類の各種貸付資金があります。

【受付等】福祉資金の貸付等は、随時受付けしておりま
す。

貸付申請等ご希望の方はお気軽に問い合せください。
なお、福祉資金の一覧表については、役場（本庁住民課）
並びに大崎地域振興課（大崎支所）及び福祉事務所（木
江支所）に用意してありますのでご利用ください。
場所 福祉事務所（木江支所）
福祉課・家庭児童相談室

国民年金保険料は、納付期限を過ぎても 年間はさか
のぼって納付することができます。納付書を紛失された
場合は、社会保険事務所へお問い合わせください。
老齢基礎年金は、 歳から 歳までの 年間保険料を
納付して、 歳から年間 円（満額）が一生涯受
けられます。ただし、未納期間があると、その分は満額
の年金から減額（ ヶ月未納期間があると、 年間で約
万円減額、 年間未納期間があると 年間で約 万円

減額）されてしまい、減額は一生涯続きます。
また、未納期間があることによって、障害基礎年金、
遺族基礎年金を受けることが出来ない場合もあります。
保険料は、翌月末までに納めましょう。納め忘れがな
いか、今一度ご確認ください。
《保険料を納めることが難しい方は》
経済的な理由等で保険料が納められない場合、申請を
すれば保険料が免除または納付猶予される制度がありま
す。免除（全額免除・一部納付）申請、若年者納付猶予
申請、学生納付特例申請の 種類です。
保険料の免除や納付猶予を受けた期間について、 年

以内であれば、保険料を納付できる 追納制度 があり
ます。（ 年度目以降に保険料を追納する場合は、加算金
が付きますので、早めの追納をお勧めします。）
三原社会保険事務所国民年金課
役場住民係 本庁
大崎支所 木江支所

対象者は、児童扶養手当の受給者か、同様の所得水準
の人です。申請の前に、まず窓口でご相談ください。
自立支援教育訓練給付金事業
・教育訓練を受講後、入学金や受講料の一部を支給します。
対象 情報処理技術者、訪問介護員など、雇用保険法に
よる教育訓練給付の指定教育訓練講座。他に、普通自
動車運転免許の講習費用の一部についても対象となる。
支給額 対象経費の ％の相当額（ 円以上 万
円まで）
対象講座は厚生労働省のホームページ
（ ）でも検索できます。
高等技能訓練促進費事業
・経済的に自立可能な資格を取得するために、 年以上
修業する場合に支給します。
対象期間 修業期間の最後の 分の に相当する期間

（ カ月を限度とする）
支給額 月額 万 千円
対象資格 看護師（准看護師を含む）・介護福祉士・

保育士・理学療法士・作業療法士など
福祉事務所 福祉課（木江支所）家庭児童相談室

工業統計にご協力ください工業



年 月 日 年 月 日

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

日 大崎上島ウォーク・ウォークラリー 東野小・中グランド 受付

高齢者インフルエ
ンザ予防接種
実施期間
（ まで）

三種混合 期
（ ）

月 育児相談 木江保健福祉センター 受付

火 上島コスモス 木江保健福祉センター

水 乳幼児相談 東野保健福祉センター 受付

木 乳幼児相談（大崎中思春期ふれあい体験事業） 大崎上島開発総合センター 受付

月 認知症予防 イキイキ脳教室 東野文化センター

水 断酒会 東野保健福祉センター

木 広島商船 文化セミナー 東野文化センター

土 つくしの会 読みかたり 木江保健福祉センター

日 ひまわり会 読みかたり 情報プラザ・エル

木 初日の出 神峰山公園第 展望台

日 成人式 大崎上島文化センター ホール神峰

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

高齢者インフルエ
ンザ予防接種
実施期間
（ まで）

三種混合 期
（ ）

休
日
当
番
医

休
日
当
番
医

日 沖本クリニック
日 ときや内科
日 升谷医院
火 満岡医院
日 射場医院
水 伊藤医院
木 円山医院
金 越智医院
土 田村医院
日 岡本医院

広
島
商
船
文
化
セ
ミ
ナ
ー

広
島
商
船
文
化
セ
ミ
ナ
ー

無料で使える
便利なソフト

講師 岡村 修司

月 日
東野文化センター

月の診療日

日 ・ 日

受付時間
診療開始

スタンウェイやヤマハのグランドピアノを弾いて
みませんか？
初心者の方、大歓迎
日 時 年 月 日 （予定）
場 所 大崎上島文化センター ホール 神峰
内 容 ピアノのリレーコンサート

・ 人 曲（最大 分）を演奏し、リレー
のように次々につなげて発表する。

参加費 円
定 員 組

申込締切 月 日 まで
（定員になり次第終了）

大崎上島町教育委員会 社会教育課

第 回
ピアノリレーコンサート参加者大募集 イブイブコンサート 開催

年末恒例のイブイブコンサートは、町内の音楽愛
好家に発表の場を提供し、音楽仲間同士の親睦を深
め、更に本コンサートを開催することで、人材の発
掘・育成を目指すことを目的に開催しています。今
年も多くの出演者に参加して頂き、開催できる運び
になりました。
出演者は、ご来場の皆様方から多くの拍手を頂け
るよう、歌に演奏に頑張りますので、多数のご来場
とご声援をお願いいたします。
日時 平成 年 月 日

部開演
部開演

場所 大崎上島文化センター ホール 神峰
主催 大崎上島町音楽協会

（イブイブコンサート実行委員会）
入場は無料です。

イブイブコンサート 開催
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教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

向山区 近藤
こんどう

愛花
あいか

ちゃん 原下区 大和
やまと

観月
みづき

ちゃん

向山区 八崎
やさき

和樹
かずき

ちゃん 本郷区 末田
すえだ

和帆
かずほ

ちゃん

初日の出を かんのみね で 商工観光課

お楽しみくじ引き、記念品を差し上げます。
日時 平成 年 月 日
場所 神峰山公園第 展望台周辺 主催 初日の出実行委員会
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